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固定資産税（第5期）
国民健康保険料（第6期）

　納期2月28日

各
路
線
と
も
注
意
を

県
道
十
ヵ
所
が
危
険

　
県
下
一
帯
を
襲
っ
た
豪
雪
は
各
地
㎝

に
家
屋
倒
壊
　
ナ
ダ
レ
等
の
被
害
を

も
た
ら
し
て
い
ま
す
が
、
＋
日
町
弔
…

罷
雷
＝
＝
昌
＝
言
内
で
は
、
こ
れ

ロ
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ド
コ
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コ
ロ
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ほ
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罷
器
器
器
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か
ら
特
有
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ナ
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響
撰
縄

　
灘
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難

叢
㎜
㎜
㎜
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雛
翻

難
讐
よ
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市
内
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ナ
ダ
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険

ロ
ロ
ロ
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ロ
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ロ
ロ
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ロ
じ
　

謂
謂
器
臨
器
器
盟
箇
所
を
お
知
ら

口
9
ヨ
9
，
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コ
　
ー
■
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難
　
灘
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曽『＝；　甲　　讐

議…藪　　v

驚灘翻

せ
し
ま
す
の
で
充
分
注
意
し
て
下
さ

．
い
。

　
市
内
の
ナ
ダ
レ
危
険
箇
所
は
県
道

十
、
市
道
三
で
ほ
と
ん
ど
全
域
に
わ

た
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
最
も

．
危
険
な
場
所
は
県
道
六
日
町
－
十
日

町
線
、
塩
沢
ー
†
日
町
線
、
柏
崎
ー

岡
野
町
－
十
円
町
線
、
十
日
町
ー
羽

倉
線
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
こ
の
ほ

か
大
体
つ
ぎ
の
路
線
に
ご
注
意
下
さ

い
．

◎
十
日
町
地
区
闘
県
道
赤
倉
－
十
目

　
町
停
車
場
線

◎
中
条
地
．
区
H
小
出
ー
十
日
町
線
、

　
焼
野
－
涌
佐
停
車
場
線
、
域
内
十

　
日
町
線

◎
下
条
地
区
H
市
道
下
貫
線
、
上
貫

　
線

◎
川
治
地
区
”
県
道
六
日
田
ー
十
日

　
町
線

◎
吉
田
地
区
”
県
道
柏
崎
i
岡
野
即

　
i
十
日
町
織
、
県
道
十
日
町
1
羽

　
倉
線
、
市
道
真
田
線

。
◎
六
箇
地
区
目
県
道
塩
沢
－
十
日
町

　
線
◎
水
沢
地
区
H
爪
沢
L
石
打
停
車
場

　
線
、
入
間
線

　
【
写
真
は
名
ヵ
山
地
内
危
険
ヵ
所
】

冬
期
医
療
の
見
通
し

　
　
　
　
市
内
四
カ
所
の
国
保
診
療
所
の

　
　
　
　
医
師
充
足

　
市
内
に
は
四
ヵ
所
の
国
民
健
康
保

険
の
診
療
所
が
あ
り
ま
す
が
川
治
診

療
所
を
の
ぞ
き
他
の
全
部
は
赴
任
し

て
く
る
医
師
が
な
く
冬
を
迎
え
住
民

は
も
と
よ
り
而
に
お
い
て
も
非
常
に

心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く

四
ヵ
所
と
も
次
の
よ
う
に
医
師
の
充

足
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
で
冬
期
医
療
も
地
元
住
民
の
御
期

待
に
｝
応
添
う
こ
と
が
で
き
る
か
と

思
わ
れ
ま
す
の
で
よ
り
一
膚
の
御
利

、
用
を
お
ね
が
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
，
監
ー
ゴ
監
　
ト
セ
　
　
　
犀
　
し
　
■
　
聖
　
　
§
ド
、
”
　
　
駈
講
”
辱

一
新
水
診
療
所
内
科
一
般
で
医
師
一

癬
奨
学
の
木
下
霜
整
宣

馨
嚢
派
霧
塵

一
十
二
月
末
よ
り
診
療
を
開
始
し
て
い
㎜

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冒

薄
．
　
　
　
　
一

一
吉
田
診
療
所
科
目
i
内
科
、
麺

ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㎜
人
科
、
産
婦
人
科
、
外
来
外
科
。
医
㎜

㎜
師
1
依
岡
省
策
。
診
療
開
始
ー
十
一
一

ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
月
甲
酊
よ
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
一

「

水
沢
診
療
所
科
自
－
内
科
、
小

児
科
、
外
来
外
科
。
医
師
ー
岩
、
柴
不

二
夫
、
岩
．
栗
医
師
は
一
月
十
九
・
a
赴

任
二
十
日
よ
り
診
療
を
開
始

川
治
診
療
所
に
お
い
て
は
深
井
医
師

が
引
続
き
担
任
さ
れ
て
い
ま
す
の
で

従
来
ど
お
り
の
御
利
用
を
お
ね
が
い

し
ま
す
。

豪
雪
被
害
に
特
別
融
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
民
金
融
公
庫

今
回
の
集
甲
豪
雪
に
よ
り
、
被
害

一
を
う
け
ら
れ
た
中
小
企
業
の
万
々
の

・
た
め
、
国
民
金
融
公
庫
で
は
つ
ぎ
の

．
要
領
に
よ
り
特
別
融
資
を
行
な
い
ま

’
す
．

㎜
　
①
貸
付
対
象
　
こ
の
度
の
鍔
害
で

㎜
直
接
、
間
接
に
被
害
を
受
け
、
設

一
　
備
、
又
は
運
転
資
金
を
必
要
と
さ

一
れ
る
万
。

．
②
貸
付
限
度
　
個
人
百
万
円
、
法
入

一

　
二
百
万
円
ま
で

③
返
済
期
間
　
五
ヵ
年
以
内
で
す
が

｝
　
間
接
被
害
の
万
は
な
る
べ
く
一
、

　
二
ヵ
年
程
度
以
内
に
し
て
載
き
た

『
　
い
と
思
い
ま
す
。

い一
④
利
率
　
臼
歩
二
餓
四
厘
六
毛

⑤
受
付
期
間
　
三
月
未
日
ま
で

一
⑥
取
扱
場
所
　
国
民
金
融
公
庫
、
長
岡

一
　
支
所
及
び
代
理
所

曇
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十
日
町
市
は
四
月
三
十
日

統

地
方
選
挙
の

選
挙
期
目
を
統
一
す
る
こ
と
と
し

一
て
そ
れ
に
関
す
る
特
別
法
案
が
国
会

一一
に
提
出
さ
れ
、
結
局
三
、
四
、
五
の

三
ヵ
月
の
う
ち
に
任
期
が
満
r
す
る

地
方
団
体
の
長
、
議
員
の
選
挙
期
日

一
を
統
一
す
る
こ
と
と
し
、
都
道
府
県

「五大
而
の
選
挙
に
つ
い
て
は
四
月
十

七
↓
に
、
市
区
町
村
の
選
挙
に
つ
い
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ご
承
矧
の
昭
和
三
十
八
年
度
分

県
而
民
税
の
申
告
期
限
が
三
月
二

十
日
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
各
位

に
は
す
で
に
昨

年
房
簡
の
県
民

所
得
額
及
び
支

払
っ
た
医
療
費

社
会
保
険
係
（
国
民
健
康
保
険

料
出
雇
保
険
粘
、
国
民
年
金
の
保

険
料
失
業
保
険
料
、
公
務
霞
並
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
期

に
学
較
職
員
簿
の
共
済
組
合
の
組

合
員
の
負
担
す
る
掛
金
等
）
生
命

保
険
料
、
雑
損
控
除
等
の
計
算
は

税
の
申
出
・

限
は
三
月
二

終
了
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
存
じ

ま
す
が
計
算
さ
れ
て
お
ら
な
い
方

は
至
急
計
算
下
さ
れ
て
今
月
下
旬

頃
に
送
付
し
ま
す
申
告
書
に
記
入

で
き
ま
す
よ
う
あ
ら
か
じ
め
ご
準

備
ト
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

　
　
　
　
　
　
す
。

　
　
　
　
　
　
尚
申
告
書
へ
の

　
　
　
　
　
　
記
入
方
法
等
の

十
日

　
　
　
　
　
　
説
明
書
は
甲
告

書
と
同
時
に
ご
送
付
す
る
予
定
で

ご
ざ
い
ま
す
．

　
　
　
　
　
　
　
（
税
務
課
）
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昭
和
三
十
六
年
八
月
及
び
昭
和
一
三
担
し
ま
す
の
で
無
料
で
す
。

　
十
七
年
三
月
の
い
す
れ
か
に
生
ワ
…
　
尚
実
施
期
日
、
場
所
等
は
後
目
市

一
㍉
導
灘
騒
鮮
講
畷
罐
藁
て
回
覧
で
お

一

　
　
小
児
マ
ヒ
予

　
　
防
ワ
ク
チ
ン

　
　
　
三
月
中
に
投
与

　
小
児
マ
ヒ
予
防
の
た
め
厚
生
省
で

は
過
去
三
回
の
ワ
ク
チ
ン
投
与
を
実

施
し
ま
し
た
が
、
今
年
も
三
月
中
に

．
経
口
生
ボ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
I
H
型

F
の
二
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
投
与
す
る

予
定
で
す
。

．
一
、
投
与
対
象
者

　
昭
和
二
十
四
年
三
月
一
日
よ
り
昭
一

和
三
十
七
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
に

’
生
れ
た
も
の
。
但
し
つ
ぎ
に
該
当
す

る
も
の
は
除
か
れ
ま
す
。

0
急
性
灰
白
髄
炎
（
小
児
マ
ヒ
）
の

　
予
防
接
種
を
三
回
終
了
し
た
者
で

肖
“
“
腿
闘
既
“
”
肖
“
馨

　
　
　
　
　
　
　
　
期
日

　
て
は
四
月
三
十
日
に
な
り
ま
し
た
。

　
た
捨
こ
の
よ
う
に
す
る
と
三
月
と
く

　
に
そ
の
は
じ
め
に
任
期
が
満
了
す
る
”

　
地
方
団
体
の
．
長
、
議
員
の
選
挙
が
あ
・

　
ま
り
に
も
長
く
延
び
る
こ
と
と
な
る

　
の
で
二
月
以
前
に
選
挙
を
行
な
う
の

　
で
あ
る
な
ら
ば
統
一
期
目
に
よ
ら
な

　
い
で
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い

　
ま
す
。
し
た
が
っ
て
選
挙
法
の
規
定

　
に
よ
っ
て
任
期
満
了
前
三
十
日
以
内

　
に
選
挙
を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
て
い

　
ま
す
か
ら
、
極
端
な
場
合
三
月
三
十

　
日
に
任
期
が
満
了
す
る
長
、
議
員
の

　
選
挙
を
二
月
二
十
八
日
に
行
な
う
こ

　
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
し

　
か
し
十
円
町
市
の
場
合
は
豪
雪
地
の

　
た
め
、
雪
消
え
も
遅
く
不
便
の
時
期

　
に
当
っ
て
い
る
の
で
選
挙
執
行
に
は

　
適
当
で
な
い
と
判
断
し
、
選
挙
期
日

一
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贈
与
税
の
中
告
と

　
　
　
　
　
　
　
納
税
に
つ

二
月
は
贈
与
税
の
申
告
と
納
税
の

月
で
す
。
次
の
方
は
二
月
末
日
ま
で

に
串
告
と
．
納
税
を
し
て
下
さ
い
。

．
一
、
昭
和
三
十
七
年
中
に
親
族
そ
の

　
他
の
個
へ
か
ら
則
産
を
も
ら
っ
た

　
方
で
そ
の
合
計
額
が
二
十
万
円
を

　
超
え
る
万

㎜
二
、
昭
和
三
十
七
年
中
に
十
万
円
を

　
超
え
る
財
産
の
贈
与
を
受
け
た
万

贈
与
を
受
け
た
財
産
の
評
価
万
法
に

｝
つ
い
て
は
贈
与
を
受
け
た
と
き
の
時

▼
価
に
よ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
税
務
署
で
は
財
産
の
種
別
に
標

準
的
な
基
準
価
格
と
そ
の
評
償
万
法

を
定
め
て
い
ま
す
か
ら
評
価
額
が
不

明
の
場
合
は
税
務
署
へ
ご
相
談
．
ト
さ

い
。
主
な
評
価
万
法
を
示
す
と
次
の

と
お
り
で
す
。

い
て

▽
田
（
自
作
地
）
旧
賃
貸
価
額
の
五

　
千
五
百
倍

7
畑
（
自
作
地
）
旧
賃
貸
価
額
の
七

　
千
七
百
倍

▽
山
林
原
野
（
自
作
地
）
旧
蟹
貸
価

　
額
の
一
万
八
千
倍

▽
家
屋
、
市
町
村
の
固
定
資
産
税
評

　
価
額

贈
与
税
の
延
納
制
度
に
つ
い
て

　
期
限
内
に
申
告
し
、
か
つ
納
付
す

る
税
額
が
三
万
円
を
超
え
る
場
合
で

一
時
に
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
理
。

由
が
あ
る
と
き
は
、
申
請
に
よ
り
五

一
年
以
内
の
年
賦
延
納
を
す
る
こ
と
が

｛
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

㎝

水
道
が
凍
ら
な
い
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
適
正
な
処
置
を

　
合
に
念
入
り
に
包
む
）

3
就
寝
前
（
な
る
べ
く
遅
い
時
間
）

　
数
分
間
水
栓
を
全
開
す
る
。
な
お

　
夜
半
、
朝
万
な
ど
繰
り
返
え
す
。

4
後
半
夜
十
ワ
ッ
ト
程
度
の
電
燈
を

　
水
栓
の
下
に
つ
る
し
て
置
く
。

肉
豚
，

5
今
ま
で
量
水
器
の
凍
結
、
破
壊
等

　
が
あ
っ
た
場
所
は
ム
シ
ロ
等
で
囲

　
い
保
温
す
る
。

②
凍
っ
た
と
き
の
処
置
（
量
水
器
を

　
除
く
）

1
水
栓
に
お
湯
を
か
け
る

2
水
栓
柱
の
あ
る
箇
所
は
上
部
の
フ

　
タ
を
外
し
て
鉋
金
の
部
分
に
お
湯

　
を
か
け
る
。

3
水
栓
柱
の
下
部
を
火
鉢
、
電
熱
器

　
石
油
ス
ト
ー
ブ
等
で
加
熱
す
る
但

　
し
ポ
リ
管
の
部
分
は
直
接
加
熱
し

　
な
い
こ
と
。

尚
こ
れ
ら
の
方
法
で
自
己
解
氷
で
き

な
か
っ
た
と
き
に
は
速
か
に
市
水
道

・
課
父
は
工
事
店
に
連
絡
し
て
下
さ
い

を
統
一
選
挙
の
日
と
な
っ
て
い
る
四

月
三
十
日
に
決
め
た
わ
け
で
あ
り
ま

す
。

　
三
月
の
も
の
を
四
月
に
延
ば
し
た

か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
は
選
挙
が
延
一

び
る
だ
け
で
あ
っ
て
任
期
が
延
長
さ

れ
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
こ
の

点
誤
解
の
な
い
よ
う
ご
承
知
お
き
下

さ
い
。

　
こ
と
し
は
異
状
寒
波
で
各
ご
家
庭

の
水
道
が
例
年
に
比
べ
凍
結
が
多
く

お
困
り
の
よ
う
で
し
た
が
、
今
後
も

凍
結
防
止
の
た
め
つ
ぎ
の
こ
と
に
ご

注
意
下
さ
い
。

0
凍
結
の
子
防

1
外
窓
、
．
雨
戸
な
ど
を
目
張
し
て
隙

　
間
風
を
防
ぎ
、
台
所
、
風
呂
場
等

　
全
体
を
暖
く
す
る
。

2
特
に
厳
寒
と
思
わ
れ
る
夜
は
毛
布

　
そ
の
他
厚
布
で
水
栓
を
包
み
保
温

　
す
る
（
特
に
数
日
留
守
に
す
る
場

希
望
者
は
お
申
込
み
を

　
　
　
農
山
漁
村
住
宅
建
設
資
金

　
昭
和
三
十
八
年
度
農
山
漁
村
住
宅

建
設
資
金
借
入
希
望
調
査
が
つ
ぎ
の

と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
か
ら
希
望
者

は
昨
年
度
と
同
じ
申
込
用
紙
に
記
入

の
う
え
市
役
所
建
設
課
に
提
出
し
て

下
さ
い
。
◎
講
舗
百
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

◎
融
資
対
象
面
積

　
木
造
住
宅
五
十
三
平
万
齎
（
十
六

　
坪
）
耐
火
簡
易
耐
火
構
造
は
五
十

　
六
平
万
材
（
約
十
七
坪
）
の
予
定

　
で
あ
り
ま
す
。

◎
標
雄
建
設
費

　
木
造
　
一
平
方
麿
　
一
万
四
百
円

大いにご利用下さい

一一公益質舗　一

最
近
而
の

公
益
質
舗
の

利
用
者
が
ぐ

っ
と
減
っ
て

き
て
い
る
た

め
運
営
に
困

難
を
来
し
て

お
り
ま
す
。

と
い
う
の
は

お
金
が
あ
っ

て
利
用
者
が

な
い
の
で
お

金
が
う
ん
と

余
っ
て
い
る

こ
と
で
す
。

一
ご
承
知
の
よ
う
に
公
益
質
舗
は
市
民

の
気
較
な
金
庫
で
す
か
ら
、
せ
い

ぐ
ご
利
用
下
さ
る
よ
う
お
願
い
致

τ
ま
す
。
貸
出
し
は
百
一
手
円
以

丁
、
一
幕
＋
呈
万
畏
上
、
利

一
子
一
ヵ
月
三
分
。

　
　
　
牛
等
の

飼
育
者
の
皆
さ
ん
へ

市
内
消
費
向
牛
豚
の
取
引
方
法

※
原
則
と
し
て
市
営
と
畜
場
で
は
食

肉
用
家
畜
の
販
売
取
引
き
は
い
っ
さ

い
行
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
た
ま
た

ま
飼
育
者
の
皆
さ
ん
が
家
畜
商
（
肉

や
さ
ん
は
大
半
が
家
畜
商
の
免
許
を

持
っ
て
い
る
．
家
畜
商
の
免
許
の
な

い
者
は
買
出
し
が
出
来
な
い
）

※
取
引
き
を
行
な
う
際
は
つ
ぎ
の
よ

う
な
形
で
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

①
庭
先
渡
し
（
自
宅
等
で
生
体
の
ま

ま
価
格
を
決
定
し
て
取
引
き
を
す

る
）
②
と
畜
場
渡
し
（
畜
主
が
と
畜

場
ま
で
家
畜
を
出
し
て
販
引
き
す

る
）

　
前
記
の
場
合
に
価
格
を
決
定
す
る

｝
に
当
り
生
体
を
は
か
っ
て
決
め
る
も

一のと
枝
肉
に
し
て
は
か
っ
て
決
め
る

も
の
と
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
う
万
法

り
一
で
飼
育
者
と
業
者
が
直
接
取
引
き
万

｝一
法
を
話
し
合
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

一
市
係
員
と
し
て
は
ハ
カ
リ
に
か
け
る

　』
場
合
立
含
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
量
目

ハ一
の
決
定
は
自
か
ら
家
畜
商
に
求
め
て

｝立合
っ
て
取
引
き
す
る
よ
う
お
知
ら

一
せ
い
た
し
ま
す
。

一

肱
言
＝
＝
一
＝
＝
＝
器
器
＝
3
＝
＝
＝
＝
－
＝
＝
＝
＝
＝
騨
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
冒
昌
＝
一
＝
器
＝
＝
＝
＝
呂
＝
一
＝
…
胃
＝
＝
＝
＝
＝
■
一
昌
昌
匿
鴫
3
3
一
一
3
巴
藍

▼▼
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▼

陸
上
自
衛
隊

募
　
　
集

採
　
　
用

一
、
採
用
予
定
人
員
：

二
、
採
用
予
定
期
日
ー

応
募
資
格

『
音
楽
隊
員
』

案
　
　
　
内

・
・
約
一
〇
〇
名

：
昭
和
三
十
八
年
四
月
十
五
日

一
、
日
本
国
籍
を
有
す
る
男
子
で
昭
和
三
十
八
任
現
在
†
八
才

　
以
上
二
十
五
才
末
満
の
も
の

二
、
学
歴
…
…
…
中
卒
以
上

受
　
　
付

一
、
期
限
…
…
…
昭
和
三
十
八
年
二
月
十
五
日
ま
で

二
、
場
所
…
…
…
自
衛
隊
地
方
連
絡
部

試
　
　
験

一
、
試
験
期
日
・
・
　
：
昭
和
三
十
八
年
一
月
二
十
八
日
（
月
）

　
二
†
九
日
（
火
）
　
及
び
二
月
二
十
六
日
（
火
）
二
十
七
日

　
　
（
水
）
の
う
ち
志
願
者
の
希
望
す
る
一
日

一
一
、
試
験
場

　
▽
関
東
甲
信
越
…
…
相
馬
ヵ
原
、
練
馬
（
叉
は
市
ヵ
谷
）

り
響
＝
昌
一
＝
＝
＝
呂
霊
＝
＝
一
一
＝
一
一
＝
＝
露
＝
＝
＝
一
＝
一
2
一
＝
3
3
呂
＝
周
＝
認
＝
｝
0
3
＝
＝
一
＝
3
卿
3
一
＝
＝
『
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
富
塁
一
一
＝
呂
＝
＝
一
一
星
7

・
一
＝
＝
胃
＝
一
一
＝
＝
＝
3
＝
＝
噂
＝
＝
一
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
一
3
＝
＝
＝
＝
＝
＝
－
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
顧
＝
＝
一
＝
＝
一
＝
潮
＝
＝
一
一
一
＝
＝
鱒
一
＝
『
…
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質
流
れ
品
の
冬
期
公
売

顧
、
日
時
二
月
十
五
日
、
三
月
十
五
日
、
四
月

　
　
　
　
　
　
十
五
日
毎
目
午
前
八
時
半
か
ら
午
後

　
　
　
　
　
　
四
時
ま
で

一
、
場
　
所
　
十
日
町
市
公
益
質
舗
事
務
所
内

旧
、
質
流
れ
品
の
主
な
も
の
　
時
計
、
ラ
ジ
オ
、
衣

　
　
類

、
備
考
公
売
ー
は
一
般
質
受
事
務
は
し
ま
せ

　
　
　
　
　
　
ん
。
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コ
・
＝
一
＝
一
一
一
＝
＝
＝
＝
呂
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
甲
＝
＝
－
＝
＝
甲
＝
＝
一
甲
＝
圃
＝
q
一
一
＝
＝
＝
＝
髄
＝
＝
＝
”
＝
＝
＝
5
二
＝
＝
＝
＝
一
隅
＝
一
＝
＝
＝
＝
・
＝
器
器
D
＝
＝
一
，
一

，
岬
」
噌
一
一
一
一
一
一
一
曹
噂
一
一
電
一
●
q
傅
噂
一
一
一
髄
一
，
一
慰
一
層
一
＝
響
ρ
一
一
り
＝
曹
一
一
臼
一
一
q
甲
甲
辱
噂
一
騨
，
O
一
一
一
”
昂
噌
昏
P
騨
畔
甲
噌
一
曽
一
聞
噂
輔
一
冒
隔
噌
一
一
一
嘲
一
旧
一
一
印
一
－
『
一
一
－
蝸
『
”
隅
幽
劇
一
q
引
一
噂
一
一
一
噂
一
噂
喝
嶋
聞
一
甲
〇
四
一
〇
弓

1”1”鵬塵””””””

腸
パ
ラ
予
防
接
種
が
あ
り
ま
す

こ
と
し
の
腸
チ
プ
ス
、
パ
ラ
チ
プ
ス
の
予
防
接
種
を

つ
ぎ
の
と
お
り
行
な
い
ま
す
の
で
も
れ
な
く
受
け
ら

れ
る
よ
う
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

な
お
接
種
日
程
に
つ
き
ま
し
て
は
回
覧
で
お
知
ら
せ

い
た
し
て
あ
り
ま
す
。

1
、
初
回
接
種
該
当
者
　
昭
和
三
十
四
年
四
月
一
目

　
よ
り
昭
和
三
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
出
産
者

　
お
よ
び
初
回
の
す
ま
な
い
者
（
三
回
接
種
す
る
）

2
、
追
加
接
種
該
当
者
　
初
回
の
す
ん
だ
者
で
満
六

　
十
才
ま
で
の
者
（
一
回
接
種
す
る
）

3
、
禁
忌
者
（
こ
の
接
種
の
で
き
な
い
者
）

　
有
熱
患
者
．
心
臓
、
血
管
等
、
腎
臓
そ
の
他
に
異

　
状
の
あ
る
者
、
結
核
、
糖
尿
病
、
脚
気
、
病
後
衰

　
弱
者
、
細
胞
淋
巴
線
体
質
者
、
六
カ
月
以
上
の
妊

　
婦
4
、
接
種
料
金
　
初
回
、
追
加
者
共
に
一
人
十
円
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鴨
＝
3
＝
＝
一
一
＝
一
＝
＝
一
一
一
＝
曹
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
－
＝
＝
＝
＝
＝
昌
＝
＝
一
＝
甲
甲
＝
＝
＝
＝
一
＝
雷
＝
＝
＝
一
一
＝
＝
＝
＝
＝
“
＝
＝
一
3
＝
繧
一
幽
一
“
一
軸
一
一
3
謂
『
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豪
華
な
前
夜
祭
◇
◇
◇
◇

　
　
　
　
　
　
こ
と
し
も
多
彩
な
行
事

　
恒
例
の
＋
日

町
雪
ま
つ
り
は

今
年
で
第
＋
四

回
を
迎
え
、
＋

六
、
七
日
の
両

日
賑
や
か
に
く

り
ひ
ろ
げ
ら
れ

ま
す
。
行
事
は

毎
年
の
と
お
り

前
夜
祭
の
雪
上

き
も
の
シ
ョ
ー

、
雪
上
花
火
な

ど
で
幕
を
あ
け

一
一
日
目
は
雪
の

芸
術
展
を
甲
心

に
各
種
行
事
が
展
開
さ
れ
ま
す
が
、

協
賛
行
事
と
し
て
こ
と
し
も
チ
ン
コ

ロ
市
、
盆
石
展
、
ホ
ン
ヤ
ラ
洞
、
市

民
文
芸
大
会
な
ど
数
汝
の
賑
や
か
な

行
箏
が
行
わ
れ
ま
す
。

【
二
月
十
六
日
（
土
）
】

◇
歓
迎
パ
ー
テ
ー

　
午
後
五
時
か
ら
六
時
ま
で
（
織
物

会
舘
ホ
ー
ル
）

◇
雪
上
力
ー
ニ
バ
ル

　
午
後
六
時
五
十
分
か
ら
（
十
日
町
9

　
高
校
グ
ラ
ン
ド
）

雪
上
き
も
の
シ
ョ
ー
、
ア
ト
ラ
ク

　
シ
ョ
ン
（
午
後
七
時
五
分
か
ら
）

　
十
臼
町
民
謡
（
午
後
八
時
か
ら
）

　
紋
紙
ま
つ
り
（
午
後
八
時
十
分
か

『
　
ら
）

　
雪
上
花
火
（
午
後
八
時
二
十
分
か

　
ら
）

　
フ
ィ
ナ
ー
レ

｝
【
二
月
＋
七
日
（
日
）
】

，
◇
雪
の
芸
術
展
（
市
内
各
所
）

◇
十
日
町
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
十
周
年

　
記
念
式
典
（
午
前
十
時
織
物
会
舘
）

◇
同
祝
賀
パ
レ
ー
ド
（
午
前
十
一
時

　
か
ら
水
町
一
、
二
、
三
丁
目
を
行

　
進
）

◇
市
民
滑
降
ス
キ
ー
大
会
（
午
前
九

一　時
か
ら
権
現
山
）

◇
市
民
文
芸
大
会
）
俳
句
、
川
柳
）

リ
ニ
ヨ
ビ
ユ
き
き
お
ロ
ヨ
ユ
ロ
き
き
ひ
コ
ニ
コ
ヨ
ニ
ヨ
ニ
ニ
ロ
ヨ

　
さ
き
に
お
知
ら
せ
し
峯
し
た
よ

う
に
ラ
ン
ド
レ
ー
ス
雄
三
頭
と
雌

一
頭
の
種
豚
は
順
調
に
発
育
し
そ

れ
ぞ
れ
交
配
、
種
付
を
し
て
い
ま

す
．
ラ
ン
ド
レ
ー
ス
雑
種
（
純
血

中
ヨ
ー
ク
シ
ャ
種
雌
豚
×
ラ
ン
ド

レ
ー
ス
種
雄
豚
×
ラ
ン
ド
レ
ー
ス

F
ワ
ン
）
の
第
一
号
は
下
条
で

分
娩
し
ま
し
た
し
、
ラ
ン
ド
レ

ー
ス
の
純
す
い
変
配
も
な
さ
れ
今

月
末
に
は
分
娩
す
る
予
定
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
三
十
七

年
度
に
始
め
た
箏
業
は
い
よ
い
よ

開
発
す
る
段
階
に
い
た
り
ま
し
た

の
で
次
の
こ
と
を
皆
さ
ま
に
知
っ

て
い
た
壁
い
て
本
年
の
養
豚
．
詮
営

を
更
に
研
究
し
、
飛
躍
の
年
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

①
ラ
ン
ド
レ
ー
ス
種

　
本
種
は
イ
ギ
リ
ス
、
ス
ェ
ー
デ
ン

　
オ
ラ
ン
ダ
、
ア
メ
リ
カ
に
以
前
よ

　
り
飼
青
さ
れ
て
い
て
各
国
よ
り
体

　
型
に
差
異
を
着
干
認
め
ま
す
が
完

　
全
に
統
一
さ
れ
た
品
種
で
あ
り
ま

　
す
の
で
胴
の
の
び
が
良
く
、
デ
ン

　
巾
が
充
分
で
頭
が
小
さ
く
骨
格
が

　
ほ
そ
く
、
肉
質
を
具
え
て
い
て
繁

一
一
＝
3
＝
＝
3
一
3
呂
．
監
；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　難　　　　　　　　　　　　　難　　　　　　　　　雛：
　　　　　　霧．一　　　　灘灘．嚢
　　　　　　　　　　　　　　　　騒・　　　　　　　　　鶏

◇
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

◇
チ
ン
コ
ロ
而
（
昭
刹
町
二
、
三
丁

　
目
通
り
）

◇
盆
石
展
（
十
日
町
新
開
社
前
）

◇
ホ
ン
ヤ
・
ラ
洞
（
市
内
各
所
）

一◇合気
道
大
会
へ
慶
応
大
十
五
人
来

　
市
、
市
民
体
育
舘
午
前
十
時
半
）

◇
柔
道
大
会
（
市
民
体
育
舘
午
前
九

　
時
半
）

◇
小
、
中
学
校
写
生
大
会

　
　
　
　
き
　
　

　
　
　
　
－
き
T
－
1
一

学校生、徒の就職状況

昌

図1く2）
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某
　
売

卸
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高
校
進
学
に
狭
き
門
か

　
　
　
昨
年
の
学
校
統
計
調
査
か
ら

8
・
3
＝
・
．
＝
・
＝
＝
■
・
3
3
－
＝
■
－
2
＝
．
3
一
＝
・
＝
3
■
＝
一
一
＝
3
薗
＝
＝
・
3
＝
二
＝
・
■
・
昌
■
3
昌
一
曹
繍
■
＝
。
＝
・
＝
壽
＝
＝
■
■
■
墨
＝
3
＝
。
■
。
■
薗
胃
＝
＝
一
＝
6
一
一
■
＝
一
＝
．
．
3

ク
ツ
ヤ
の
品
種
改
艮
と
統
一
で
養

豚
経
営
を
進
め
て
来
ま
し
た
の
で

農
林
省
や
新
潟
県
の
段
階
で
は
更

に
充
分
に
研
究
し
て
品
種
の
特
性

を
把
梶
し
て
か
ら
奨
励
す
る
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
従
っ
て
十
日

町
市
と
し
て
も
導
入
は
し
た
が
次

の
一
代
雑
種
を
生
産
し
豚
育
す
る

ラ
ン
ド
レ
ー
ス
種
豚
と
同
F
ワ
ン

茎
留
畳
雷
一
．
3
3
＝
呂
＝
■
■
6
0
3
3
巳
書
胃
■
■
3
書
亀
＝
5
一
3
3
亀
号
3
■
0
2
。

殖
力
も
高
く
（
準
均
十
一
頭
分

挽
）
寒
冷
、
温
暖
に
も
適
応
し
飼

料
性
に
冨
む
い
う
よ
う
に
良
い
と

こ
ろ
ぱ
か
り
の
品
種
と
云
わ
れ
て

お
り
ま
す
。

　
三
十
六
年
度
に
．
棄
り
畜
産
会
社

商
事
会
杜
、
静
岡
県
等
が
外
国
よ

り
輸
入
し
、
急
に
ブ
ー
ム
を
呼
び

ま
し
た
が
わ
が
国
で
は
永
年
ヨ
ー

　
．
亀
署
■
■
3
3
＝
・
一
＝
■
■
曜
■
＝
亀
＝
3
5
9
．
・
駒
■
＝
言
甲
，
・

の
が
目
的
で
あ
り
ま
す
。

②
ラ
ン
ド
レ
ー
ス
一
代

前
記
の
よ
う
に
△
年
は
ラ
ン
ド
レ

薯
ス
F
ワ
ン
の
生
産
と
肥
育
の
年

と
な
り
ま
す
が
、
純
す
い
品
種
に

ょ
る
｝
代
雑
種
は
依
型
上
に
両
品

種
の
利
貞
が
遺
伝
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。
即
わ
ち
純
す
い
ヨ
ー
ク

シ
ャ
種
雌
と
の
交
配
に
よ
る
一
代

＝
昌
＝
呂
3
3
亀
胃
＝
昌
層
言
3
3
＝
3
3
3

　
市
統
計
係
で
は
こ
の
ほ
ど
昭
和
三

十
七
年
の
学
板
基
本
調
査
を
ま
と
め

ま
し
た
が
、
こ
の
う
ち
中
学
校
関
係

に
つ
い
て
み
ま
す
と
今
春
卒
業
予
定

の
市
内
中
学
校
生
徒
は
在
籍
に
お
い

て
戦
後
鍛
高
を
示
し
、
進
学
期
を
控

え
て
高
板
進
学
へ
の
門
は
か
な
り
狭

き
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
予
想

で
全
国
的
な
傾
向
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。
一
万
昨
年
の
卒
業
後
の

就
職
状
況
は
相
変
ら
す
製
造
業
に
従

事
す
る
者
が
一
番
多
く
、
地
元
産
業

の
影
響
も
あ
っ
て
こ
の
う
ち
繊
維
工

業
従
事
者
が
圧
倒
的
と
な
っ
て
お
り

ま
す
．

　
ま
す
結
果
表
第
1
の
と
お
り
三
学

年
の
在
籍
者
は
一
、
四
七
五
名
で

　
一
、
二
学
年
よ
り
い
す
れ
も
約
二
〇

p
O
名
前
後
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

雑
種
は
ヨ
ー
ク
シ
ャ
肉
豚
に
み
ら

れ
な
い
胴
の
の
び
の
よ
い
太
腿
、

豊
な
ロ
ー
ス
、
ハ
ム
量
の
充
分
で

骨
の
ほ
そ
い
厚
肥
に
な
ら
な
い
特

性
を
も
っ
て
歩
ど
ま
り
の
よ
い
市

場
性
の
高
い
肥
育
豚
が
と
殺
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
枝
肉
を
充

分
に
考
察
し
て
更
に
飼
育
管
理
の

指
針
を
定
め
た
い
と
思
い
ま
す
．

③
結
局
ラ
ン
ド
レ
ー
ス
導
入
に
よ

る
養
豚
は
（
イ
）
純
す
い
ヨ
ー
ク

シ
ャ
種
雌
豚
飼
育
農
家
を
確
保
す

る
こ
と
（
ロ
）
ラ
ン
ド
レ
ー
ス
種

雄
豚
飼
育
者
（
ハ
）
ヨ
ー
ク
シ
ャ

及
び
ラ
ン
ド
レ
ー
ス
一
代
雑
種
肉

豚
の
多
頭
飼
育
農
家
を
多
く
す
る

こ
と
。

峯
＝
3
3
3
監
呂
ロ
3
■
＝
0
＝
●
＝
3
・
・
＝
8
昌
＝
■
呂
一
＝
呂
霊
＝
■
＝
＝
巳
器
＝
■
0
置

れ
は
戦
後
一
、
二
年
の
ベ
ビ
ー
・
ブ

ー
ム
で
急
激
に
人
口
が
増
加
し
た
事

に
よ
る
も
の
で
す
が
、
昨
年
の
巾
卒

九
四
〇
人
中
高
校
進
学
者
が
三
十
五

％
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
状
況
を
判
断

い
た
し
ま
す
と
今
年
は
勿
論
定
員
を
噂

超
過
し
、
か
な
り
競
争
率
が
高
く
な

る
も
の
と
予
測
さ
れ
、
生
徒
自
体
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
生
徒
を
も
つ
父
兄

た
ち
に
と
っ
て
も
叉
、
学
校
当
局
に

と
り
ま
し
て
も
悩
み
は
大
き
く
切
実

な
問
題
で
あ
る
と
云
い
ま
し
ょ
う
。

　
一
方
就
職
状
況
は
昨
年
の
統
計
か

ら
み
ま
す
と
総
数
五
五
五
人
の
う
ち

製
造
業
が
六
三
・
八
％
も
占
め
三
五

四
人
、
農
業
の
一
五
・
九
％
八
十
五

人
が
こ
れ
に
次
ぎ
卸
売
、
小
売
業
、

　
　
　
，
‘
4
冒
＝
身
7
’
マ
■
昌
3
＝
マ
ー
二
7
畠
7
“

サ
ー
ビ
ス
業
、
建
設
業
、
そ
の
他
の

馴
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
県
外
就
職

者
は
一
六
九
人
で
三
十
一
％
を
占
め

や
は
り
東
京
方
面
が
一
番
多
い
で
す

．
が
、
年
々
都
会
に
集
中
す
る
、
傾
向
が

こ
の
調
査
に
よ
っ
て
う
か
が
わ
れ
ま

学校生徒プ）’・1孔』撃ミ後の．状況図表P
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昌
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1
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呂
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轡
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一
一
引
乙
寄
＝
二
昌
慧
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曜
・

雪
祭
り
臨
時
列
車

　
雪
ま
つ
り
期
問
中
国
鉄
で
は
つ
ぎ

の
と
お
り
臨
時
列
車
の
増
発
運
転
を

行
い
ま
す
。
な
お
こ
の
臨
時
運
行
は

当
日
降
雪
そ
の
他
で
時
刻
が
多
少
の

変
更
あ
る
い
は
ズ
レ
が
出
て
く
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
承
知
お
き
下

さ
い
。

【
＋
六
日
】

▽
川
口
発
十
三
時
四
十
五
分
、
十
日

　
町
着
十
四
時
十
七
分

▽
十
日
町
発
二
十
一
時
二
十
分
、
川

　
口
着
二
十
二
時
二
十
分

▽
十
臼
町
発
二
十
二
時
四
十
分
、
川

　
口
着
二
十
三
時
四
十
分
（
川
口
駅

　
発
二
十
三
時
四
十
二
分
上
野
行
接

続
）

▽
十
日
町
発
二
十
一
時
四
十
分
、
森

　
宮
野
原
着
二
十
一
一
時
四
十
分

ま
り
一
ギ
．
一
三
…
一
．
．
－
4
ζ
臨
…
．
．
三
卿
…
言
．

　
　
▽
十
口
町
発
二
十
一
時
二
十
分
、
川

　
　
　
口
着
二
十
二
時
二
十
分

公
民
舘
の
お
話
し

　
　
　
　
　
i
ー
市
民
の
茶
の
間

“
　
公
民
舘
は
而
民
の
茶
の
間
で
す
。

誰
で
も
が
そ
う
知
っ
て
い
て
下
さ
る

と
思
い
ま
す
。
茶
の
間
と
い
っ
て
も

ど
ん
な
茶
の
間
な
の
で
し
よ
う
か
。

そ
れ
が
わ
か
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
ま

り
わ
か
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
な
の

だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
を
四
角
張
っ

た
こ
と
で
話
を
す
る
と
肩
が
凝
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
で
私
な
り
に
子

供
じ
み
た
よ
う
な
お
話
し
を
致
し
ま

し
よ
う
。

　
　
一
軒
の
家
で
一
番
多
く
家
族
に
利

用
さ
れ
る
所
は
茶
の
聞
で
す
。
そ
こ

で
は
い
ろ
り
が
あ
っ
て
、
家
族
が
そ

そ
ぞ
れ
集
っ
て
食
事
を
し
、
裁
縫
を

し
、
話
し
合
い
を
し
、
お
客
が
あ
れ

ぱ
い
ろ
り
を
囲
ん
で
応
待
も
し
ま
す

全
く
家
の
中
心
で
す
。
家
の
中
に
そ

う
し
た
場
所
が
あ
る
と
同
じ
よ
う
に

町
や
村
や
部
落
の
中
に
も
そ
う
し
た

場
所
が
あ
る
と
大
変
都
合
が
よ
い
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
で
つ
く
ら
れ
た
の

が
公
民
舘
で
す
。

　
　
一
軒
の
家
の
生
活
の
様
子
を
知
る

の
に
そ
の
家
の
茶
の
間
を
見
れ
ぱ
わ

か
り
ま
す
。
同
じ
よ
う
に
町
や
村
や

部
落
の
横
子
も
そ
こ
の
公
民
舘
を
見

れ
ば
凡
そ
の
文
化
の
程
度
と
か
生
活

の
様
子
が
わ
か
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

　
近
年
で
は
日
本
国
内
で
も
数
＋
億

の
経
賞
で
造
ら
れ
た
デ
ラ
ッ
ク
ス
公

【
＋
七
目
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ば
こ
は
市
内
で

▽
十
日
町
発
十
三
時
四
十
分
、
川
口

　
着
十
四
時
四
十
九
分
（
川
口
駅
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
買
い
ま
し
ょ
・
つ

十
四
時
五
十
分
急
行
佐
渡
上
野
行

接
続
）

十
ヵ
所
が
申
込
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雪
の
芸
術

　
雪
ま
つ
り
行
事
の
呼
び
も
の
、
．
雪

の
芸
術
展
は
玉
目
現
在
雪
ま
つ
り
委

員
会
に
申
込
ん
だ
町
内
並
び
に
団
体

は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
作
品
名
は
ま
だ
・

決
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
力
作
が
期
待

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

▽
昭
和
町
四
丁
目
▽
川
原
町
▽
西
寺

町
▽
田
中
本
通
り
▽
高
田
町
二
丁
目
一

▽
職
業
訓
練
所
▽
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

▽
新
座
小
学
校
▽
郡
支
部
浸
講
生
▽

市
役
所
！

　
な
お
こ
の
ほ
か
十
日
町
機
械
、
諏

訪
町
、
稲
荷
町
三
丁
目
、
西
浦
、
関

．
芳
．
滝
文
な
ど
が
う
わ
さ
さ
れ
て
い

ま
す
。

民
舘
も
あ
り
ま
す
。
あ
ち
こ
ち
に
立

派
な
公
民
舘
が
た
く
さ
ん
建
て
ら
れ

て
い
ま
す
。
公
民
舘
を
建
て
る
位
置

は
地
域
の
八
の
集
ま
る
に
最
も
都
合

の
よ
い
所
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

　
公
民
舘
に
働
く
職
員
は
一
般
の
役

所
の
職
員
の
よ
う
な
考
え
方
で
は
ど

う
し
て
も
市
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
が
充

分
に
は
出
来
ま
せ
ん
。
現
在
は
一
般

職
員
と
同
じ
扱
い
で
す
が
近
い
う
ち

に
変
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
よ
い

建
物
の
中
で
よ
い
職
員
が
い
て
人
づ

く
り
、
地
域
づ
く
り
、
町
づ
く
り
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
一
7
こ
ゾ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噌
・
－
警
「
”

，
じ

　
　
σ

　　　　　甲1　　　　噂…　　＝τ　　iミ・τ還

仕
事
の
お
手
伝
え
を
し
て
い
る
所
は

幸
せ
だ
と
思
い
ま
す
。
公
民
舘
の
建

物
と
職
員
は
教
育
委
員
会
に
属
し
て

い
ま
す
。
教
育
委
員
会
で
管
理
し
て

い
る
も
の
に
は
他
に
学
校
と
図
書
舘

と
博
物
舘
が
あ
り
ま
す
¢
公
民
舘
が

た
だ
の
茶
の
間
で
な
い
と
い
う
こ
と

は
教
育
委
員
会
が
管
理
し
て
い
る
こ

と
で
す
。
職
員
も
単
に
事
務
的
な
考

え
方
で
な
く
教
育
の
内
容
を
含
ん
で

い
る
こ
と
で
す
。
近
い
う
ち
に
は
亭

　
　
　
　
　
　
　
　
＄
尊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
望

　
　
　
　
　
　
　
　
　
哲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
冥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
板

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
擢
　
　
　
剛
『

　
　
　
　
　
　
　
　
撫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
灘

　
　
　
　
　
も
　
　
　
皇
　
　
　
　
臨
照

　
　
　
　
　
　
　
　
騰
　
　
　
・
…

務
の
職
員
と
専
門
の
職
員
と
の
配
置

に
な
る
そ
う
で
す
。
も
し
も
公
民
舘

が
た
だ
の
集
会
所
や
公
会
堂
的
の
も

の
で
あ
る
な
ら
ば
教
育
委
員
会
で
な

く
て
市
町
村
役
場
の
ど
こ
か
の
課
で

管
埋
し
て
い
る
こ
と
で
し
よ
う
。

　
さ
て
学
校
で
は
教
師
が
定
め
ら
れ

た
勉
強
を
定
め
ら
れ
た
方
法
で
行
な

わ
れ
て
い
ま
す
。
公
民
舘
で
は
住
民

の
誰
で
も
が
自
分
達
で
計
画
し
、
自

分
達
自
身
で
自
主
的
に
勉
強
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
社
会
教
育

の
方
針
に
従
っ
て
広
く
地
域
住
民
に

開
放
し
て
あ
り
ま
す
。
社
会
的
に
文

化
的
に
少
し
で
も
住
民
の
皆
標
の
教

養
が
向
上
さ
れ
る
学
習
の
場
と
し
て

提
供
さ
れ
て
翁
り
ま
す
。
即
ち
学
絞

教
育
の
行
な
わ
れ
る
場
所
が
学
校
で
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あ
り
、
社
会
教
育
の
行
な

わ
れ
る
｝
つ
の
場
所
、
叉

は
寄
り
所
が
公
民
舘
で
す

　
地
域
の
皆
様
か
幼
児
か

ら
老
人
ま
で
全
て
の
層
で

こ
ん
な
勉
強
を
し
た
い
と

か
や
っ
て
欲
し
い
と
思
う
時
に
は
公

民
舘
の
主
學
さ
ん
な
り
運
営
の
委
員

の
方
に
御
相
談
下
さ
い
。
そ
の
場
台

に
市
町
、
村
の
経
費
で
予
算
化
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
公
民

舘
は
政
治
や
票
教
な
ど
又
は
社
会
的

に
は
絶
体
に
中
立
の
立
場
に
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
法
律
で
定
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
御
希
望
の
あ
る
市
民
の
万

女
か
ら
積
極
的
に
公
民
舘
を
活
用
さ

れ
る
よ
う
に
お
薦
め
致
し
ま
す
。
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公
民
舘
と
は
建
物
だ
け
で
は
完
全

で
あ
り
ま
せ
ん
。
必
要
な
設
備
も
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
学
校
教
育

以
上
に
多
く
の
住
民
の
学
習
や
憩
い

や
御
相
談
事
の
行
な
わ
れ
る
セ
ン
タ

ー
で
す
か
ら
大
変
い
ろ
い
ろ
の
も
の

が
必
要
な
わ
け
で
す
。
子
供
の
も
の

も
青
年
の
も
の
、
婦
人
の
も
の
、
大

人
の
も
の
、
考
人
の
も
の
な
ど
が
め

げ
ら
れ
ま
す
。
映
写
機
や
ヒ
ア
ノ
、

オ
ル
ガ
ン
、
楽
団
用
器
具
か
ら
自
動

車
類
、
天
幕
と
か
ス
4
1
ま
で
揃
え

て
行
け
る
よ
う
に
な
ら
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
だ
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
さ
え
買

っ
て
な
い
公
民
舘
も
あ
り
ま
す
。

　
文
部
省
で
は
公
民
舘
と
し
て
最
低

ど
ん
な
も
の
を
備
え
れ
ば
よ
い
か
と

言
う
設
備
基
準
を
つ
く
つ
て
あ
り
ま

す
。
叉
、
新
潟
県
で
は
県
の
実
態
に
即

し
て
施
設
設
備
の
基
灘
が
考
え
ら
れ

来
年
を
待
た
す
に
示
さ
れ
る
と
思
い

ま
す
。
躍
進
す
る
地
域
は
良
い
産
業

を
も
っ
て
い
ま
す
。
良
い
産
業
を
興

し
て
行
く
▽
．
派
な
人
づ
く
り
は
地
域

の
人
達
自
身
で
す
。
そ
の
人
づ
く
り

の
お
手
伝
え
を
す
る
の
が
公
民
舘
の

職
員
で
あ
り
経
費
を
注
ぎ
込
ん
で
行

く
の
が
市
町
村
当
局
で
す
。
立
派
な

場
と
設
備
を
大
十
日
町
市
に
相
応
し

い
も
の
を
造
っ
て
戴
き
度
い
と
思
い

ま
す
。
職
員
は
市
民
に
如
何
し
て
奉

仕
の
効
菓
を
高
め
る
か
に
つ
い
て
切

角
研
修
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
も
っ

と
専
門
的
な
具
体
的
な
こ
と
は
次
の

機
会
に
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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